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証明　　最弱位相の存在は，

として，系 を適用すればよい．

後半は， が最弱位相の準基になっていることから明らか．
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証明　命題 より，

は の基になっている．ここで，

のとき
但し

のとき

したがって，
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証明　　 は定義から明らか．

も定義から明らか．

三角不等式の証明には の不等式を用いる（各自 試みよ）．

p. 144
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証明　
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補題 　

各 は における開球体

は， の直積空間 における

点 の基本近傍系をなす．

証明　　まず，任意の は明らかに の開近傍である．

さて， を の近傍とすると，ある開集合  が存在して とな
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る．

すると直積位相の基の要素 （各 は の開集合）が存在して，

となる．

このとき，各 について， なので，

ある が存在して となる．

ここで， とおくと，

各 について なので，
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証明 配付資料「集合と位相第二 第3回基と近傍系 補足」の

に，補題1の包含関係

2

(Q.E.D.)
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× ×と， が直積空間に関する基本近傍系であること（補題 ）と，

が直積距離空間  における基本近傍系であることを適用すれば，

二つの位相が一致することがわかる． 
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一般に



{ }

 2   

 

    
   

 
 

   

1

1

1

1

{0,1}

{0}

;

n

nn

n nn

n n

n n n nn

nn

n X

X X

n O O O

O X

O

O

U n U n U X

U

∞

=
∞

=

∞

=

=

∈

∈

∀ ∈ =

∏
∏

∏

 



  



強位相と弱位相が異なる例

に対して，離散位相を持つ 点集合 を考え，

とおく．

に対して とし， を考える．

は の開集合なので，

強位相の定義から は強位相に関する開集合である．

は空集合ではなく，弱位相の基

は開集合，有限個の を除き

に属する集合  

 O

∞∏ を部分集合に持たないので，

弱位相の基に属する集合の合併集合にはなり得ない．

すなわち， は弱位相に関する開集合ではない．
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添え字集合 が無限集合でも，強位相と弱位相が一致する例

を無限集合とし，

すべての について を密着位相空間とすると，

定義から明らかに，

上の強位相も弱位相も密着位相になるので，

両者は一致する．



  
    

 

   
2.7 (Q.E.D.)
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系　　 } を位相空間の族， を位相空間とする．

すべての について が連続であるとき，

は直積位相に関して連続．

証明　　任意の に対して， が連続なので，

命題 の前半より  も連続である． 
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例　　 も も連続なので，

も連続．
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